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技術の概要

国の機関　 8　件　（九州　　2件　、九州以外　8件　）　
自治体　　　18件　（九州　　0件　、九州以外　18件　）　
民　 間　　　6　件　（九州　　0件　、九州以外　6件　）　

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　近年の道路および歩道は、市民の移動や流通に不可欠なだけでなく、電気や上水道、下水道などの多
くのインフラ設備が敷設されています。特に歩道については多くの埋設物が多く敷設されていることか
ら、埋設管や構造物の老朽化等により空洞が発生し、道路・歩道の陥没が発生する可能性が指摘され
ている。そのため空洞の発見は市民生活の安心・安全を確保するために重要です。
　また歩道においては空洞の発生とともに、敷設物の更新や掘削に伴う埋設管の破損事故も多く発生し
ており、埋設管の敷設位置の正確な事前確認は事故防止の観点からも重要と言えます。
　そこで効率的に空洞や埋設管などの地下情報を現状のまま確認できる地中レーダを用いた空洞・埋設
管の非開削探査を実施することで、安心・安全の確保を行っています。

地中レーダ探査は電磁波を用いた非開削調査であり、現状のまま地下の状況を探査探査する手法で
す。　目視では判明できない歩道下の空洞を探査、検出します。また従来では検出が難しかった小口径
の電力線や塩ビ管の検出も可能なため、道路・歩道下の空洞の検出とともに、地下埋設管や埋設物の
特定も可能となりました。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

地中レーダを用いた非開削調査は現状のまま地下の状況を探査探査する手法であり、交通規制を伴わ
ないため、道路および歩道利用者への影響も最小限にとどめることができます。また開削後の仮舗装な
どの工程がなく工期の短縮およびコストの削減も可能です。

４．技術の適用範囲

・昼、夜問わず情報取得が可能です。（雨天や降雪時のような場合は使用不可）

２．技術の内容

５．活用実績

・探査対象：道路、歩道、港湾エプロン、河川堤防など

※別紙２



６．写真・図・表

ハンディ型地中レーダ 小型探査装置

アスファルト

空 洞

深度GL-0.45ｍより
厚さ20ｃｍの空洞を確

認

＜空洞波形＞
縦断方向:1.75ｍ 横断方向:1.0ｍ

埋設管確認状況レーダ波形（埋設管）


